
送付量は3500゛｡以上。 ＡＭＤＡはさ

らなる協力者・団体を募っており、

支援先の拡大のほか、南海トラフ地

震を想定した食料の調達システムの

構築も目指している。（水嶼佑香）
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と5

，

東日本大震災の被災地を丁食」でI

支えようと、国際医療ボランティア

ＡＭＤＡ（岡山市北区伊福町）の呼

び掛けに賛同した「ＡＭＤＡ支援農

場」が、現地に米を送る活動を続け

ている。 2013年度のスタート以降、

13年度スタートＡＭＤＡ支援農場

(41≪L

大，

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
と
、
個

　
人
農
家
を
中
心
に
、
農
業
高

　
校
な
ど
を
支
援
農
場
に
認
定

　
し
、
現
在
は
県
内
の
5
9
個
人

、
・
団
体
で
活
動
す
る
。
米
を

。
収
穫
す
る
秋
以
降
、
１
個
人

　
・
団
体
当
た
り
3
0
キ
ロ
を
上
限

　
に
提
供
し
て
も
ら
い
、
1
3
年

屁
は
１
３
５
ｏ
べ
1
4
年
度

　
は
１
４
４
０
キ
・
を
送
付
。
1
5

　
年
度
も
1
2
月
時
点
で
干
キ
ロ
を

　
既
に
超
え
た
。

¬

L_，

米
の
届
け
先
の
中
心
は
現

在
八
仙
台
市
で
ホ
ー
ム
レ
ス

支
援
を
手
掛
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
仙
台
夜
ま
わ
り
グ
ル
ー

プ
」
。
同
法
人
に
よ
る
と
、

現
地
で
は
復
興
事
業
に
伴
う

雇
用
が
活
気
づ
く
一
方
、
短

期
で
解
雇
さ
れ
、
涙
の
職
に

就
く
ま
で
の
聞
、
路
上
生
活

に
陥
る
3
0
～
4
0
代
が
目
立
つ

と
さ
れ
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
支

援
が
始
ま
る
と
、
お
に
ぎ
り

㎜

や
カ
レ
ー
と
い
っ
た
食
事
が

当
初
の
４
倍
以
上
の
量
で
提

供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。

　
　
「
送
っ
て
も
ら
う
米
に
は

支
援
を
す
る
側
、
受
け
る
側

の
距
離
を
縮
め
る
力
が
あ

る
。
食
事
中
は
相
談
し
や
す

い
和
や
か
な
雰
囲
気
に
な
　
～

り
、
自
立
支
援
に
も
っ
な
が
．

ｍ
一 ふ

。

る
」
と
同
法
人
の
今
井
誠
二

理
事
長
。
支
援
農
場
世
話
人

被災地を「食」で支えようと、2015
年度にＡＭＤＡ支援農場から提供さ
れた米一昨年12月

超える米を送付3500゛

座
果
歳
通
き
ん
（
6
9
ブ

岡
山
市
東
区
升
田
＝
は

　
「
私
た
ち
農
家
は
支
援
し

た
い
と
胆
っ
て
ぢ
な
か
な

か
手
段
を
見
つ
け
ら
れ
な

い
‐
０
困
っ
て
い
る
人
の
元

に
届
く
シ
ス
テ
ム
は
あ
り

か
た
い
」
と
話
ず
。

　
米
の
一
部
は
県
内
で
貧

困
対
策
を
巨
的
に
子
ど
も

へ
食
事
を
提
供
す
る
団
体

に
も
託
し
て
お
り
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
は
支
援
農
場
を
さ
ら

に
増
や
し
て
送
付
先
を
拡

大
。
災
害
時
の
炊
き
出
し

に
用
い
る
食
料
を
調
達
で

き
る
仕
組
み
づ
く
刀
も
検

討
し
て
い
る
と
い
う
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
成
沢
貴
子

理
事
長
は
「
食
は
医
療
以

上
に
生
き
る
上
で
不
可
欠

な
も
の
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
農
家
の
み

な
さ
ん
の
思
い
を
つ
な
が

せ
て
ほ
し
い
」
と
し
て
い

る
。
支
援
農
場
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

　
（
０
８
６
－
２
５
２
－
７

７
０
０
）
。
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